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ふりがな みみっとのかい 

団体名 みみっとの会 

代表者名 原田 末子 

連絡先 

住所 岡山県笠岡市大冝 648-27 

TEL 0865-66-0193 

E-mail haradakauru@yahoo.co.jp 

URL https://mimi.mina-ex.com/ 

設立年（西暦）       2000 年 

助成活動名 聴覚障害者向けのこども食堂及び高齢者食堂の提供 

助成額      500,000 円 

活動内容 

目的 

聴覚障害者や高齢者は、コミュニケーションの困難さや理解しにくさから社会 
的孤立を感じることがある。食事提供の場でのコミュニケーション機会を提供 
することで、孤立感を軽減し、地域コミュニティへの参加を促進していきたい 
。高齢者食堂では、栄養バランスの取れた食事を提供し、高齢者の健康をサポ 
ートする。また、こども食堂では成長期のこどもたちに必要な栄養を提供し、 
健康的な成長を促進していく。 
そのために現在の施設の厨房の充実、食堂環境を整える必要がある。 

内容 

スケジュール:毎週または月に数回の頻度で実施予定。期間: 12 か月 
実施方法:食事提供を含む食堂 
手話通訳や要約筆記等のコミュニケーション支援を提供 
事業内容:食事提供・コミュニケーションサポート・お知らせ提供・コミュニ 
ティ活動等 
想定参加者数:こども食堂: 週平均 3～5 人 
高齢者食堂: 週平均 5～10 人 
開催場所:聴覚障害者拠点施設ふるさとの家 

当初の
計画か
らの変
更点 

聴覚障害者はろう者が多いため、手話通訳者のみとした。 
参加できない人も多いため、途中から弁当提供を中心にした。 
クリスマス会や新年会などの行事や季節に合わせた食事を提供する 
 

成果 

老朽化していた厨房の床を安全で衛生的な仕様に改修しました。これにより、
調理作業中の転倒リスクが軽減され、より安心して作業できる環境が整いまし
た。 
鍋や扇風機などの大型調理器具や、配膳用の食器、エプロン・長靴等を新たに
購入しました。これにより、複数人分の食事を効率的かつ衛生的に準備できる
体制が整いました。 
 
施設内での食堂運営に加えて、来所が難しい方にも対応できるよう弁当の提供
を実施しました。参加者には「温かい食事が楽しみ」「家族と一緒に食べた」な
どの前向きな声が寄せられ、地域への支援体制として大きな成果を実感してい
ます。 

今後の課題と対
応策 

 
今後は、手話で安心して会話ができる常設の「手話カフェ」の開設を目指します。現在は
定期的な開催にとどまっており、継続的な交流の場の確保が課題です。また、人材不足や
財政的な継続性も今後の大きな課題です。手話学習会の実施やボランティア育成、地域と
の連携を深め、誰もが気軽に立ち寄れる居場所づくりを進めていきます。 
 
 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
厨房床の改修工事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子供・高齢者食堂        ランチの提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
聴覚障害者自身による食事製造       弁当の提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラーメンの提供              海鮮チラシ寿司の提供 

 


